
寄
附
の
お
礼

市
民
の
方

甚
目
寺
西
小
学
校
、甚
目
寺
中
学
校
へ

現
金
5
万
円

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
先　
総
務
課

☎
4
4
4・1
7
1
1

FAX
4
4
1・8
3
3
0

金
婚
夫
婦
の
申
込
受
付
の
ご
案
内

市
で
は
こ
の
た
び
め
で
た
く
結
婚
50
周

年
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
に
対
し
記
念
品
を

贈
呈
し
、お
祝
い
し
ま
す
。

対
象昭

和
47
年
12
月
31
日
以
前
に
婚
姻
さ
れ

た
夫
婦（
婚
姻
届
以
前
に
事
実
上
婚
姻
関

係
に
あ
る
場
合
を
含
む
。た
だ
し
、以
前
に

金
婚
の
祝
い
を
受
け
ら
れ
た
夫
婦
、結
婚

50
年
を
迎
え
ら
れ
て
か
ら
あ
ま
市
に
転
入

し
た
夫
婦
を
除
く
。）

住
所
要
件

9
月
1
日
現
在
、市
内
に
住
所
を
有
す

る
夫
婦

受
付
期
間

7
月
11
日

（月）
〜
8
月
19
日

（金）

（
土・日
曜・祝
休
日
を
除
く
）

受
付
場
所

・
高
齢
福
祉
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

・
七
宝・美
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

申
請
方
法

各
受
付
場
所
に
所
定
の
申
請
書
を
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。必
要
事
項
を
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

本
籍
が
市
外
の
方
は
婚
姻
日
の
確
認
の

た
め
、戸
籍
謄
本（
取
得
か
ら
3
か
月
以

内
の
も
の
）の
添
付
が
必
要
で
す
。

問
合
先　
高
齢
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
4
1

FAX
4
4
3・3
5
5
5

シ
ニ
ア
い
き
い
き
ア
ン
ケ
ー
ト（
再
通
知
）

の
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

70
歳
以
上
の
方（
要
介
護・要
支
援
認
定

者
を
除
く
）を
対
象
に
、心
身
の
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に「
シ
ニ
ア
い

き
い
き
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
4
月
下
旬
に
送

付
し
、皆
様
に
返
信
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

返
信
を
い
た
だ
け
て
い
な
い
方
に
対
し

て
、7
月
下
旬
に
再
度
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、回
答
の
返
送
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
り
専

門
職
に
よ
る
訪
問
相
談
等
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

令
和
3
年
度
に
お
い
て
は
、1
4
，8

0
9
人
に
通
知
し
た
結
果
、88
．1
％
の
回

答
率
で
し
た
。回
答
を
い
た
だ
い
た
方
の

う
ち
3
，9
8
7
人
が
要
支
援・要
介
護
状

態
と
な
る
お
そ
れ
の
高
い
状
態
に
あ
る
方

と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、令
和
3
年
度
の
状
況
に
つ
い
て

は
、市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
甚

目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・3
5
5
5

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負
担

額
の
軽
減
制
度
の
お
知
ら
せ

あ
ら
か
じ
め
利
用
者
負
担
の
軽
減
を
実

施
す
る
旨
を
申
し
出
た
社
会
福
祉
法
人
等

が
運
営
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、訪

問
介
護
、通
所
介
護
等
を
利
用
す
る
場
合
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
伴
う
利
用
者
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象

次
の
（1）
ま
た
は
（2）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（1）
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

・
世
帯
員
の
中
に
市
民
税
課
税
者
が
い
な
い

・
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
1
5
0
万
円

（
世
帯
員
1
人
増
す
ご
と
に
50
万
円
加

算
）以
下

・
預
貯
金
な
ど
が
単
身
世
帯
で
3
5
0
万

円（
世
帯
員
1
人
増
す
ご
と
に
1
0
0

万
円
加
算
）以
下

・
居
住
用
の
家
屋
や
土
地
、日
常
生
活
に

必
要
な
資
産
以
外
に
活
用
で
き
る
資
産

が
な
い

・
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養
さ

れ
て
い
な
い

・
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

（2）
生
活
保
護
受
給
者

軽
減
対
象
と
な
る
費
用
と
軽
減
割
合

○
10
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
用
者
負
担
額
の
原

則
4
分
の
1

○
食
費
、居
住
費（
滞
在
費
）、宿
泊
費
の
原

則
4
分
の
1

※

生
活
保
護
受
給
者
は
サ
ー
ビ
ス
に
か
か

る
個
室
の
居
住
費（
滞
在
費
）の
み
全
額

軽
減
と
な
り
ま
す
。

※

軽
減
を
受
け
る
に
は
、申
請
が
必
要
で

す
。審
査
の
結
果
、対
象
と
な
る
方
に
確

認
証
の
交
付
を
し
ま
す
の
で
、サ
ー
ビ

ス
利
用
時
に
軽
減
事
業
者
へ
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

※

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
や
申
請
方
法
に

つ
い
て
、詳
し
く
は
高
齢
福
祉
課（
甚
目

寺
庁
舎
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
高
齢
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
4
1

FAX
4
4
3・3
5
5
5

戦
没
者
遺
児
の
皆
様
へ

日
本
遺
族
会
は
、令
和
4
年
度
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
は
、戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と

し
て
、父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
で
の
慰

霊
追
悼
や
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

費
用
は
参
加
費
と
し
て
10
万
円
で
す
。

実
施
地
域

広
域
地
域

①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
②
ボ
ル
ネ
オ
・
マ

レ
ー
半
島
③
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
④
パ
ラ
オ
諸

島
⑤
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
⑥
フ
ィ
リ
ピ
ン（
1

次
）⑦
マ
リ
ア
ナ
諸
島
⑧
ミ
ャ
ン
マ
ー・タ

イ
⑨
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
⑩
ビ
ス
マ
ー
ク

諸
島
⑪
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
⑫
マ
ー
シ
ャ

ル・ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
⑬
フ
ィ
リ
ピ
ン（
2

次
）⑭
中
国

特
定
地
域

①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
②
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
③
ミ
ャ
ン
マ
ー

※

実
施
地
域
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、地
域
ご
と
に
申
込
締
切
日

が
あ
り
ま
す
。

申
込・問
合
先　
愛
知
県
遺
族
連
合
会

☎
2
3
1・6
5
0
4

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
方
へ

毎
月
納
め
て
い
た
だ
く
国
民
年
金
保
険

料
で
す
が
、収
入
の
減
少
や
失
業
等
に
よ

り
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

学
生
以
外
の
人
で
、保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
に
は
、本
人
か
ら
の
申
請
に

よ
り
保
険
料
が
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
と

な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

令
和
4
年
度
分
に
つ
い
て
は
、7
月
1

日
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
、

保
険
医
療
課（
甚
目
寺
庁
舎
）、七
宝・美
和

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、失
業
の
場
合
に
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
交
付
さ
れ
る「
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
」、ま
た
は「
離
職
票
」の
写
し
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

問
合
先

中
村
年
金
事
務
所

☎
4
5
3・7
2
0
0

保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

高
齢
受
給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

70
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に

交
付
し
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
は
7
月
末

日
に
有
効
期
限
を
迎
え
ま
す
。7
月
下
旬

に
8
月
1
日
か
ら
使
用
す
る
受
給
者
証
を

圧
着
ハ
ガ
キ
で
送
付
し
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、記

載
事
項
を
確
認
し
、注
意
事
項
を
お
読
み

く
だ
さ
い
。記
載
事
項
に
誤
り
が
あ
る
場

合
や
、7
月
31
日
ま
で
に
受
給
者
証
が
届

か
な
い
場
合
は
、保
険
医
療
課（
甚
目
寺
庁

舎
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
の
切
れ
た
高
齢
受
給
者
証

は
、保
険
医
療
課
、七
宝
・
美
和
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
い
た
だ
く
か
、

細
か
く
切
断
し
破
棄
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象
者　
70
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
重
要
な
お
知

ら
せ

★
被
保
険
者
証
の
更
新
・・・
新
し
い
被
保

険
者
証
を
今
年
度
は
全
員
に
2
回
お
送

り
し
ま
す
。7
月
に
送
付
す
る
被
保
険

者
証（
赤
茶
色
）の
有
効
期
限
は
令
和
4

年
9
月
末
ま
で
で
す
。
10
月
以
降
は
9

月
に
改
め
て
送
付
す
る
被
保
険
者
証

（
青
色
）を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

★
窓
口
負
担
割
合
の
変
更
・・・
令
和
4
年

10
月
1
日
か
ら
、一
定
以
上
の
所
得
の

あ
る
方（
75
歳
以
上
の
方
等
）は
、現
役

並
み
所
得
者（
窓
口
負
担
割
合
3
割
）を

除
き
、医
療
費
の
窓
口
負
担
割
合
が
2

割
に
な
り
ま
す
。

ご
自
分
の
負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
か

ど
う
か
は
、9
月
ご
ろ
届
く
2
回
目
の

被
保
険
者
証
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
制
度
に
関
す
る
ご
質
問
・・・
あ
い
ち
後

期
高
齢
者
医
療
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0・0
1
1・5
5
8

（
7
月
11
日
〜
12
月
28
日　

※

土
日
祝

を
含
む　
8
時
45
分
〜
17
時
15
分
）

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

市政ニュース

寄

附

福
　
祉

8令和4年7月号



7月ごろ送付
1回目被保険者証

有効期限
8月1日
～9月30日

有効期限
10月1日
～令和5年
7月31日

9月ごろ送付
2回目被保険者証

寄
附
の
お
礼

市
民
の
方

甚
目
寺
西
小
学
校
、甚
目
寺
中
学
校
へ

現
金
5
万
円

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
先　
総
務
課

☎
4
4
4・1
7
1
1

FAX
4
4
1・8
3
3
0

金
婚
夫
婦
の
申
込
受
付
の
ご
案
内

市
で
は
こ
の
た
び
め
で
た
く
結
婚
50
周

年
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
に
対
し
記
念
品
を

贈
呈
し
、お
祝
い
し
ま
す
。

対
象昭

和
47
年
12
月
31
日
以
前
に
婚
姻
さ
れ

た
夫
婦（
婚
姻
届
以
前
に
事
実
上
婚
姻
関

係
に
あ
る
場
合
を
含
む
。た
だ
し
、以
前
に

金
婚
の
祝
い
を
受
け
ら
れ
た
夫
婦
、結
婚

50
年
を
迎
え
ら
れ
て
か
ら
あ
ま
市
に
転
入

し
た
夫
婦
を
除
く
。）

住
所
要
件

9
月
1
日
現
在
、市
内
に
住
所
を
有
す

る
夫
婦

受
付
期
間

7
月
11
日

（月）
〜
8
月
19
日

（金）

（
土・日
曜・祝
休
日
を
除
く
）

受
付
場
所

・
高
齢
福
祉
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

・
七
宝・美
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

申
請
方
法

各
受
付
場
所
に
所
定
の
申
請
書
を
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。必
要
事
項
を
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

本
籍
が
市
外
の
方
は
婚
姻
日
の
確
認
の

た
め
、戸
籍
謄
本（
取
得
か
ら
3
か
月
以

内
の
も
の
）の
添
付
が
必
要
で
す
。

問
合
先　
高
齢
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
4
1

FAX
4
4
3・3
5
5
5

シ
ニ
ア
い
き
い
き
ア
ン
ケ
ー
ト（
再
通
知
）

の
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

70
歳
以
上
の
方（
要
介
護・要
支
援
認
定

者
を
除
く
）を
対
象
に
、心
身
の
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に「
シ
ニ
ア
い

き
い
き
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
4
月
下
旬
に
送

付
し
、皆
様
に
返
信
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

返
信
を
い
た
だ
け
て
い
な
い
方
に
対
し

て
、7
月
下
旬
に
再
度
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、回
答
の
返
送
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
り
専

門
職
に
よ
る
訪
問
相
談
等
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

令
和
3
年
度
に
お
い
て
は
、1
4
，8

0
9
人
に
通
知
し
た
結
果
、88
．1
％
の
回

答
率
で
し
た
。回
答
を
い
た
だ
い
た
方
の

う
ち
3
，9
8
7
人
が
要
支
援・要
介
護
状

態
と
な
る
お
そ
れ
の
高
い
状
態
に
あ
る
方

と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、令
和
3
年
度
の
状
況
に
つ
い
て

は
、市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
甚

目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・3
5
5
5

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負
担

額
の
軽
減
制
度
の
お
知
ら
せ

あ
ら
か
じ
め
利
用
者
負
担
の
軽
減
を
実

施
す
る
旨
を
申
し
出
た
社
会
福
祉
法
人
等

が
運
営
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、訪

問
介
護
、通
所
介
護
等
を
利
用
す
る
場
合
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
伴
う
利
用
者
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象

次
の
（1）
ま
た
は
（2）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（1）
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

・
世
帯
員
の
中
に
市
民
税
課
税
者
が
い
な
い

・
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
1
5
0
万
円

（
世
帯
員
1
人
増
す
ご
と
に
50
万
円
加

算
）以
下

・
預
貯
金
な
ど
が
単
身
世
帯
で
3
5
0
万

円（
世
帯
員
1
人
増
す
ご
と
に
1
0
0

万
円
加
算
）以
下

・
居
住
用
の
家
屋
や
土
地
、日
常
生
活
に

必
要
な
資
産
以
外
に
活
用
で
き
る
資
産

が
な
い

・
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養
さ

れ
て
い
な
い

・
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

（2）
生
活
保
護
受
給
者

軽
減
対
象
と
な
る
費
用
と
軽
減
割
合

○
10
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
用
者
負
担
額
の
原

則
4
分
の
1

○
食
費
、居
住
費（
滞
在
費
）、宿
泊
費
の
原

則
4
分
の
1

※

生
活
保
護
受
給
者
は
サ
ー
ビ
ス
に
か
か

る
個
室
の
居
住
費（
滞
在
費
）の
み
全
額

軽
減
と
な
り
ま
す
。

※

軽
減
を
受
け
る
に
は
、申
請
が
必
要
で

す
。審
査
の
結
果
、対
象
と
な
る
方
に
確

認
証
の
交
付
を
し
ま
す
の
で
、サ
ー
ビ

ス
利
用
時
に
軽
減
事
業
者
へ
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

※

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
や
申
請
方
法
に

つ
い
て
、詳
し
く
は
高
齢
福
祉
課（
甚
目

寺
庁
舎
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
高
齢
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
4
1

FAX
4
4
3・3
5
5
5

戦
没
者
遺
児
の
皆
様
へ

日
本
遺
族
会
は
、令
和
4
年
度
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
は
、戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と

し
て
、父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
で
の
慰

霊
追
悼
や
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

費
用
は
参
加
費
と
し
て
10
万
円
で
す
。

実
施
地
域

広
域
地
域

①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
②
ボ
ル
ネ
オ
・
マ

レ
ー
半
島
③
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
④
パ
ラ
オ
諸

島
⑤
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
⑥
フ
ィ
リ
ピ
ン（
1

次
）⑦
マ
リ
ア
ナ
諸
島
⑧
ミ
ャ
ン
マ
ー・タ

イ
⑨
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
⑩
ビ
ス
マ
ー
ク

諸
島
⑪
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
⑫
マ
ー
シ
ャ

ル・ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
⑬
フ
ィ
リ
ピ
ン（
2

次
）⑭
中
国

特
定
地
域

①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
②
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
③
ミ
ャ
ン
マ
ー

※

実
施
地
域
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、地
域
ご
と
に
申
込
締
切
日

が
あ
り
ま
す
。

申
込・問
合
先　
愛
知
県
遺
族
連
合
会

☎
2
3
1・6
5
0
4

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
方
へ

毎
月
納
め
て
い
た
だ
く
国
民
年
金
保
険

料
で
す
が
、収
入
の
減
少
や
失
業
等
に
よ

り
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

学
生
以
外
の
人
で
、保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
に
は
、本
人
か
ら
の
申
請
に

よ
り
保
険
料
が
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
と

な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

令
和
4
年
度
分
に
つ
い
て
は
、7
月
1

日
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
、

保
険
医
療
課（
甚
目
寺
庁
舎
）、七
宝・美
和

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、失
業
の
場
合
に
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
交
付
さ
れ
る「
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
」、ま
た
は「
離
職
票
」の
写
し
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

問
合
先

中
村
年
金
事
務
所

☎
4
5
3・7
2
0
0

保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

高
齢
受
給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

70
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に

交
付
し
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
は
7
月
末

日
に
有
効
期
限
を
迎
え
ま
す
。7
月
下
旬

に
8
月
1
日
か
ら
使
用
す
る
受
給
者
証
を

圧
着
ハ
ガ
キ
で
送
付
し
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、記

載
事
項
を
確
認
し
、注
意
事
項
を
お
読
み

く
だ
さ
い
。記
載
事
項
に
誤
り
が
あ
る
場

合
や
、7
月
31
日
ま
で
に
受
給
者
証
が
届

か
な
い
場
合
は
、保
険
医
療
課（
甚
目
寺
庁

舎
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
の
切
れ
た
高
齢
受
給
者
証

は
、保
険
医
療
課
、七
宝
・
美
和
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
い
た
だ
く
か
、

細
か
く
切
断
し
破
棄
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象
者　
70
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
重
要
な
お
知

ら
せ

★
被
保
険
者
証
の
更
新
・・・
新
し
い
被
保

険
者
証
を
今
年
度
は
全
員
に
2
回
お
送

り
し
ま
す
。7
月
に
送
付
す
る
被
保
険

者
証（
赤
茶
色
）の
有
効
期
限
は
令
和
4

年
9
月
末
ま
で
で
す
。
10
月
以
降
は
9

月
に
改
め
て
送
付
す
る
被
保
険
者
証

（
青
色
）を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

★
窓
口
負
担
割
合
の
変
更
・・・
令
和
4
年

10
月
1
日
か
ら
、一
定
以
上
の
所
得
の

あ
る
方（
75
歳
以
上
の
方
等
）は
、現
役

並
み
所
得
者（
窓
口
負
担
割
合
3
割
）を

除
き
、医
療
費
の
窓
口
負
担
割
合
が
2

割
に
な
り
ま
す
。

ご
自
分
の
負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
か

ど
う
か
は
、9
月
ご
ろ
届
く
2
回
目
の

被
保
険
者
証
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
制
度
に
関
す
る
ご
質
問
・・・
あ
い
ち
後

期
高
齢
者
医
療
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0・0
1
1・5
5
8

（
7
月
11
日
〜
12
月
28
日　

※

土
日
祝

を
含
む　
8
時
45
分
〜
17
時
15
分
）

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

市政ニュース

保
険・年
金
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名
古
屋
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更

名
古
屋
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
都

市
計
画
を
変
更
し
ま
し
た
。関
係
図
書
は
、

次
の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
場
所　
都
市
計
画
課（
本
庁
舎
）

問
合
先　
都
市
計
画
課

☎
4
4
1・7
1
1
2

FAX
4
4
1・8
3
8
7

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

期
間　
7
月
11
日
（月）
〜
7
月
20
日
（水）
ま
で

の
10
日
間

（
県
内
一
斉
交
通
大
監
視：7
月
15
日
（金）

午
前
7
時
〜
午
前
9
時
の
間
）

運
動
重
点

○
子
ど
も
と
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
歩

行
者
の
安
全
確
保
と
保
護
意
識
の
醸
成

○
飲
酒
運
転
根
絶
等
に
向
け
た
安
全
運
転

意
識
の
向
上

○
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底
と

安
全
確
保

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

市政ニュース

交
通
安
全

年
金
相
談『
相
談
無
料・事
前
予
約
制
』

年
金
に
対
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

中
村
年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
年
金

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、保

険
医
療
課
へ
事
前
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、当
日
は
相
談
窓
口
に
み
え
た
本

人
以
外
の
方
の
相
談
に
つ
い
て
は
、夫
婦
、

兄
弟・姉
妹
等
の
親
族
で
あ
っ
て
も
、相
談

内
容
に
該
当
す
る
本
人
の
委
任
状
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

日
時　
7
月
26
日
（火）　
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
3
時　
　
　

定
員　
10
名

相
談
時
間　
1
人
20
分
ま
で

場
所　
甚
目
寺
庁
舎　
相
談
室

持
ち
物　

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
、基

礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
書
類

予
約
方
法　
7
月
5
日
（火）
か
ら
受
付
を
開

始
し
ま
す（
土
・日
・
祝
日
を
除
く
。）の
で
、

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
の
間

に
、保
険
医
療
課（
甚
目
寺
庁
舎
）に
電
話

ま
た
は
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
中
村
年
金
事
務
所

☎
4
5
3・7
2
0
0

保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

発
火
の
危
険
性
が
あ
る
ご
み
に
つ
い
て

ご
み
収
集
車（
パ
ッ
カ
ー
車
）や
ご
み
処

理
工
場
の
火
災
事
故
は
、「
ス
プ
レ
ー
缶
、

ガ
ス
缶
、ラ
イ
タ
ー
、乾
電
池（
充
電
式
電

池
含
む
）」の
不
燃
ご
み
へ
の
混
入
が
主
な

原
因
で
す
。火
災
事
故
発
生
時
は
、単
に
日

常
の
作
業
に
支
障
が
出
る
だ
け
で
は
な

く
、市
全
体
の
ご
み
収
集
に
、多
大
な
影
響

も
お
よ
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
、市
民
一
人
ひ
と
り
に
よ
り

以
下
の
場
所
で
適
切
に
分
別
し
て
出
す
こ

と
で
、火
災
事
故
発
生
の
未
然
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ご
み
は
、不
燃
ご
み
で
は
絶

対
に
出
さ
ず
、資
源
ご
み
回
収
時
の
安
全

な
分
別
と
出
し
方
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
資
源
ご
み
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
市
内

各
地
域
ご
と
）毎
月
1
回（
七
宝
地
区
：

第
2
水
曜
日
、美
和
地
区
：
第
3
水
曜

日
、甚
目
寺
地
区
：
第
4
水
曜
日
）の
午

前
9
時
ま
で
。

②
あ
ま
市
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
甚
目
寺
庁
舎
駐
車
場
内
）毎
日
：
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で（
土
・
日
・
祝

日
含
む
。た
だ
し
、12
月
31
日
か
ら
翌
年

1
月
3
日
ま
で
は
除
く
）。開
場
中
は
、

い
つ
で
も
受
入
れ
可
能
で
す
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請
を

募
集
中
で
す

市
職
員
等
が
企
業
、団
体
、商
業
施
設
な

ど
を
訪
問
し
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。そ
の
場
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
用
の
顔
写
真
撮

影
、申
請
書
の
記
入
補
助
な
ど
を
行
い
ま

す
。詳

し
く
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

場
所　

企
業
、団
体
、商
業
施
設
、市
民
の

方
が
集
ま
る
場
所

問
合
先　
情
報
推
進
課

☎
4
4
4・1
3
7
3

FAX
4
4
4・0
9
8
2

環
境・衛
生

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド

都
市
計
画

QR

10令和4年7月号



市政ニュース

あま市月別窃盗犯発生状況（暫定値）

手　口

計

侵入盗
（空き巣など）

令和4年
4月中
認知件数

前月比

乗物盗
（自動車盗など）

非侵入盗
（車上ねらいなど）

問合先　安全安心課
☎444・0862　FAX441・8330

　交通事故の起こりやすい場所～守って　　・知って　　～Vol .72交通事故の起こりやすい場所～守って　　・知って　　～Vol .72安全 安心
名
称　
篠
田
乙
柳
の
交
差
点
周
辺

場
所　
篠
田
乙
柳

南
北
方
向
の
道
路
は
交
通
量
が
多

く
、み
ん
な
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
。西
か
ら

の
道
路
は
斜
め
に
交
わ
っ
て
お
り
、交

差
点
角
に
は
建
物
が
あ
る
た
め
見
通
し

が
悪
い
。通
学
路
が
こ
の
交
差
点
を
南

北
に
横
断
し
て
い
る
が
、児
童
は
右
左

折
す
る
自
動
車
に
い
つ
も
お
び
や
か
さ

れ
る
。さ
ら
に
、南
北
方
向
の
道
路
で
は

自
動
車
に
追
い
や
ら
れ
、狭
い
路
側
帯

の
さ
ら
に
端
を
歩
か
ざ
る
を
得
な
い
。

遊
び
な
が
ら
歩
く
子
も
い
る
の
で
、

と
て
も
危
険
。登
下
校
の
時
間
帯
は
特

に
、ド
ラ
イ
バ
ー
は
減
速
を
心
が
け
る

こ
と
。ま
た
、一
旦
停
止
は
必
ず
実
行
。

（
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト・あ
！
マ
ッ
プ
か
ら
抜
粋
）

篠田乙柳の
交差点

（
危
険
と
感
じ
る
場
所
や
体
験
等
の
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
）

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

防
　
犯

問合先　安全安心課
☎４４４・０８６２
FAX４４１・８３３０

令和4年中
交通事故死亡者数

令和4年4月末現在

地　　域 死者数

愛知県

0人

0人

43人

津島警察署
管内

あま市

そ
の
他

大
雨
か
ら
守
ろ
う 

総
合
治
水

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー
ド
フ
ェ
ア

総
合
治
水
を
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、図
や
写
真
を
用
い
た
パ
ネ

ル
の
展
示
を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

期
間　
7
月
26
日
（火）
〜
7
月
31
日
（日）

場
所　
甚
目
寺
公
民
館

※

総
合
治
水
に
関
す
る
情
報
は
、「
新
川
・

境
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w
.sougo

-chisui.jp

）」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
土
木
課

☎
4
4
1・7
1
1
3

FAX
4
4
1・8
3
8
7

株
式
会
社
義
津
屋
と
協
定
締
結

〜
子
育
て
支
援
に
係
る
連
携
・
協
力
及

び
高
齢
者
地
域
見
守
り
協
力
〜

4
月
26
日
に
株
式
会
社
義
津
屋
と「
子

育
て
支
援
に
係
る
連
携
・
協
力
に
関
す
る

協
定
」及
び「
高
齢
者
地
域
見
守
り
協
力
に

関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
に
関
す
る
協
定
は
第
1
号

と
な
り
、今
後
は
主
に
児
童
虐
待
防
止
の

た
め
の
見
守
り
活
動
の
実
施
に
よ
り
、早

期
発
見
、早
期
対
応
に
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
体
制
構
築
の
礎
と
し
て
、子
育
て

全
般
に
お
い
て
も
連
携
・
協
力
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、高
齢
者
地
域
見
守
り
協
力
に
関

す
る
協
定
は
、地
域
に
お
い
て
高
齢
者
の

異
変
を
発
見
し
た
場
合
に
、市
へ
連
絡
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
市
と
事
業
所
で
の
見

守
り
の
強
化
を
行
う
も
の
で
す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・3
5
5
5

0件 -6件

6件 -4件

15件 +6件

21件 -4件

11 令和4年7月号



合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助

金
制
度

既
存
の
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
く
み

取
便
所
か
ら
、自
主
的
に
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
転
換
さ
れ
る
方
に
設
置
費
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
浄
化
槽

・
浄
化
槽
法
第
2
条
第
1
号
に
規
定
す
る

浄
化
槽
で
あ
る
こ
と
。

・
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量（
以
下「
Ｂ
Ｏ

Ｄ
」と
い
う
。）除
去
率
90
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
、放
流
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
日
間
平
均

値
が
1
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
20
ミ
リ
グ
ラ

ム
以
下
の
機
能
を
有
す
る
も
の
。

・
厚
生
省
生
活
衛
生
局
水
道
環
境
部
環
境

整
備
課
浄
化
槽
対
策
室
長
通
知（
平
成

4
年
10
月
30
日
衛
浄
第
34
号
）に
定
め
る

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
お

け
る
国
庫
補
助
指
針
に
適
合
す
る
も
の
。

補
助
金
対
象
区
域

公
共
下
水
道
の
事
業
計
画
区
域
外
の
区
域

補
助
金
の
交
付
要
件

対
象
区
域
内
に
居
住
し
、住
所
を
有
す

る
者
が
、既
設
の
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た

は
く
み
取
便
所
の
使
用
を
廃
止
し
、か
つ

専
用
住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
者
。た
だ
し
、次
の
事
項
に
該
当
す
る
方

は
、補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
浄
化
槽
法
第
5
条
第
1
項
に
規
定
す
る

設
置
の
届
出
を
受
け
ず
に
合
併
処
理
浄

化
槽
を
設
置
す
る
者
。

・
建
築
基
準
法
第
6
条
第
1
項
も
し
く
は

第
6
条
の
2
第
1
項
に
規
定
す
る
確
認

を
受
け
て
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
者
。

・
販
売
ま
た
は
賃
貸
の
目
的
で
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
す
る
者
。

・
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
補
助
事
業
に

着
手
し
た
者
。

・
11
人
槽
以
上
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
者
。

・
住
宅
等
を
借
り
て
い
る
者
で
、賃
貸
人

の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
者
。

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
者
。

補
助
金
の
額

補
助
金
の
額
は
、合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
要
す
る
費
用
に
相
当
す
る
額
と
し
、

次
の
区
分
に
応
じ
、限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
併

せ
て
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
く
み
取
便

所
を
撤
去
す
る
場
合
は
、そ
の
撤
去
に
要

す
る
費
用
ま
た
は
9
万
円
の
い
ず
れ
か
低

い
額
を
加
算
し
ま
す
。ま
た
、合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
に
併
せ
て
宅
内
配
管
工
事
を

施
工
す
る
場
合
は
、そ
の
宅
内
配
管
工
事

に
要
す
る
費
用
ま
た
は
10
万
円
の
い
ず
れ

か
低
い
額
を
加
算
し
ま
す
。

申
請
さ
れ
る
方
へ

補
助
金
の
申
請
は
、毎
年
度
予
算
の
範

囲
内
で
、先
着
順
に
受
付
け
ま
す
。

問
合
先　
下
水
道
課

☎
4
4
1・7
1
1
6

FAX
4
4
1・7
1
3
7

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
組

む
県
民
運
動（
夏
期
）

期
間　
7
月
1
日
（金）
〜
8
月
31
日
（水）

ス
ロ
ー
ガ
ン　
非
行
の
芽　
は
や
め
に
つ

も
う　
み
な
我
が
子

主
唱　

愛
知
県
、愛
知
県
青
少
年
育
成
県

民
会
議
、あ
ま
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進

協
議
会

問
合
先　
七
宝
公
民
館

☎
4
4
4・2
5
1
1

FAX
4
4
4・2
5
1
2

平
和
の
署
名
へ
の
記
帳
に
ご
協
力
を

「
平
和
の
署
名
」の
記
帳
コ
ー
ナ
ー
を
市

内
の
各
施
設
に
設
置
し
ま
す
。記
帳
し
て

い
た
だ
い
た
署
名
は
、8
月
15
日
（月）
、8
月

16
日
（火）
に
被
災
地
広
島
を
訪
れ
る
中
学
生

の
代
表
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
ま
す
。

期
間　
7
月
1
日
（金）
〜
29
日
（金）

※

各
施
設
の
休
館
日
を
除
く
。

場
所　
本
庁
舎
、甚
目
寺
庁
舎
、七
宝
公
民

館
、美
和
公
民
館
、甚
目
寺
公
民
館
、七
宝

総
合
体
育
館
、甚
目
寺
総
合
体
育
館
、美
和

文
化
会
館
、七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

問
合
先　
企
画
政
策
課

☎
4
4
4・1
7
1
2

FAX
4
4
4・0
9
8
2

人
槽
区
分

限
度
額

5
人
槽

33
万
2
千
円

6
〜
7
人
槽

41
万
4
千
円

8
〜
10
人
槽

54
万
8
千
円

市政ニュース

12令和4年7月号


